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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月19日(2016.12.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）（ｉ）配列番号１、配列番号２３４および配列番号２３５（Ｈｕ０１Ｇ０６　Ｉ
ＧＨＶ１－６９　Ｆ１）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ１、配列
番号２３８、配列番号２４１および配列番号２４３（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９
　Ｆ１）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、ならびに配列番号１
５および配列番号１５４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｆ１）からなる群から選
択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　　（ｉｉ）配列番号２１および配列番号１６０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　
Ｆ１）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番号２６およびＤ
ＡＫ（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ１）からなる群から選択されるアミノ酸配
列を含むＣＤＲＬ２、ならびに配列番号３２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ１
）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｂ）（ｉ）配列番号１、配列番号３８および配列番号１３６（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧ
ＨＶ１－１８　Ｆ２）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ１、配列番
号２３７、配列番号２４１および配列番号２４３（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　
Ｆ２）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、ならびに配列番号１５
および配列番号１５４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｆ２）からなる群から選択
されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　　（ｉｉ）配列番号２１および配列番号１６０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　
Ｆ２）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番号２６およびＤ
ＡＫ（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ２）からなる群より選択されるアミノ酸配
列を含むＣＤＲＬ２、ならびに配列番号２４４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ
２）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｃ）（ｉ）配列番号１、配列番号３８および配列番号１３６（０１Ｇ０６、Ｃｈ０１
Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧ
ＨＶ１－６９、Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ）からなる群から選択され
るアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ１、配列番号７、配列番号１４３および配列番号１４８（
０１Ｇ０６、Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８、
Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９、Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ）か
らなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、ならびに配列番号１５および配
列番号１５４（０１Ｇ０６、Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧ
ＨＶ１－１８、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９、Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８
　Ｍ６９Ｌ）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブ
リン重鎖可変領域と、
　　（ｉｉ）配列番号２１および配列番号１６０（０１Ｇ０６、Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉ
ｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　
Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｖ４８Ｉ）からなる群から選
択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番号２６およびＤＡＫ（０１Ｇ０６、Ｃｈ
０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９、Ｈｕ０１Ｇ０６　
ＩＧＫＶ１－３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｖ４８Ｉ
）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ２、ならびに配列番号３２（０
１Ｇ０６、Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９、Ｈ
ｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－
３９　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｄ）（ｉ）配列番号２（０３Ｇ０５）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ１、配列番号８
（０３Ｇ０５）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、および配列番号１６（０３Ｇ０５）の
アミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　　（ｉｉ）配列番号２２（０３Ｇ０５）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番号２
７（０３Ｇ０５）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ２、および配列番号３３（０３Ｇ０５）
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のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｅ）（ｉ）配列番号３（０４Ｆ０８）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ１、配列番号９
（０４Ｆ０８）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、および配列番号１７（０４Ｆ０８）の
アミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　　（ｉｉ）配列番号２３（０４Ｆ０８）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番号２
８（０４Ｆ０８）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ２、および配列番号３４（０４Ｆ０８）
のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｆ）（ｉ）配列番号４（０６Ｃ１１、Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０６
Ｃ１１　ＩＧＨＶ２－５）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ１、配列番号９（０６Ｃ１１、
Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０６Ｃ１１　ＩＧＨＶ２－５）のアミノ酸配列
を含むＣＤＲＨ２、および配列番号１８（０６Ｃ１１、Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉ
ｃ、Ｈｕ０６Ｃ１１　ＩＧＨＶ２－５）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロ
ブリン重鎖可変領域と、
　　（ｉｉ）配列番号２３（０６Ｃ１１、Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｓｈ０６
Ｃ１１　ＩＧＫＶ１－１６）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番号２８（０６Ｃ１
１、Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｓｈ０６Ｃ１１　ＩＧＫＶ１－１６）のアミノ
酸配列を含むＣＤＲＬ２、および配列番号３５（０６Ｃ１１、Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍ
ｅｒｉｃ、Ｓｈ０６Ｃ１１　ＩＧＫＶ１－１６）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む
免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｇ）（ｉ）配列番号１（０８Ｇ０１）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ１、配列番号１
０（０８Ｇ０１）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、および配列番号１５（０８Ｇ０１）
のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　　（ｉｉ）配列番号２４（０８Ｇ０１）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番号２
９（０８Ｇ０１）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ２、および配列番号３２（０８Ｇ０１）
のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｈ）（ｉ）配列番号５（１４Ｆ１１、Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｓｈ１４
Ｆ１１　ＩＧＨＶ２－５、Ｓｈ１４Ｆ１１　ＩＧＨＶ２－７０）のアミノ酸配列を含むＣ
ＤＲＨ１、配列番号１１（１４Ｆ１１、Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｓｈ１４Ｆ
１１　ＩＧＨＶ２－５、Ｓｈ１４Ｆ１１　ＩＧＨＶ２－７０）のアミノ酸配列を含むＣＤ
ＲＨ２、および配列番号１９（１４Ｆ１１、Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｓｈ１
４Ｆ１１　ＩＧＨＶ２－５、Ｓｈ１４Ｆ１１　ＩＧＨＶ２－７０）のアミノ酸配列を含む
ＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　　（ｉｉ）配列番号２３（１４Ｆ１１、Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ１４
Ｆ１１　ＩＧＫＶ１－１６）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番号３０（１４Ｆ１
１、Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ１４Ｆ１１　ＩＧＫＶ１－１６）のアミノ
酸配列を含むＣＤＲＬ２、および配列番号３６（１４Ｆ１１、Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍ
ｅｒｉｃ、Ｈｕ１４Ｆ１１　ＩＧＫＶ１－１６）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む
免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｉ）（ｉ）配列番号６（１７Ｂ１１）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ１、配列番号１
２（１７Ｂ１１）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、および配列番号２０（１７Ｂ１１）
のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　　（ｉｉ）配列番号２５（１７Ｂ１１）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番号３
１（１７Ｂ１１）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ２、および配列番号３７（１７Ｂ１１）
のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｊ）（ｉ）配列番号１、配列番号３８および配列番号１３６（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧ
ＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ　Ｇ４４Ｓ、Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ
６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ１、配列番号
１３、配列番号１４３および配列番号１４８（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６
９Ｌ　Ｋ６４Ｑ　Ｇ４４Ｓ、Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ）
からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、ならびに配列番号１５および
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配列番号１５４（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ　Ｇ４４Ｓ、
Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ）からなる群から選択されるア
ミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　　（ｉｉ）配列番号２１および配列番号１６０（０１Ｇ０６、Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉ
ｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　
Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｖ４８Ｉ）からなる群から選
択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番号２６およびＤＡＫ（０１Ｇ０６、Ｃｈ
０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９、Ｈｕ０１Ｇ０６　
ＩＧＫＶ１－３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｖ４８Ｉ
）からなる群より選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ２、ならびに配列番号３２（０
１Ｇ０６、Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９、Ｈ
ｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－
３９　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｋ）（ｉ）配列番号１、配列番号３８および配列番号１３６（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧ
ＨＶ１－１８　Ｆ１）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ１、配列番
号２３６、配列番号２４０および配列番号２４２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　
Ｆ１）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、ならびに配列番号１５
および配列番号１５４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｆ１）からなる群より選択
されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　　（ｉｉ）配列番号２１および配列番号１６０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　
Ｆ１）からなる群より選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番号２６およびＤ
ＡＫ（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ１）からなる群から選択されるアミノ酸配
列を含むＣＤＲＬ２、ならびに配列番号３２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ１
）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｌ）（ｉ）配列番号１、配列番号２３４および配列番号２３５（Ｈｕ０１Ｇ０６　Ｉ
ＧＨＶ１－６９　Ｆ２）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ１、配列
番号２３９、配列番号２４０および配列番号２４２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９
　Ｆ２）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、ならびに配列番号１
５および配列番号１５４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｆ２）からなる群から選
択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　　（ｉｉ）配列番号２１および配列番号１６０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　
Ｆ１）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番号２６およびＤ
ＡＫ（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ１）からなる群から選択されるアミノ酸配
列を含むＣＤＲＬ２、ならびに配列番号３２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ１
）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｍ）（ｉ）配列番号１、配列番号２３４および配列番号２３５（Ｈｕ０１Ｇ０６　Ｉ
ＧＨＶ１－６９　Ｆ２）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ１、配列
番号２３９、配列番号２４０および配列番号２４２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９
　Ｆ２）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、ならびに配列番号１
５および配列番号１５４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｆ２）からなる群から選
択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　　（ｉｉ）配列番号２１および配列番号１６０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　
Ｆ２）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番号２６およびＤ
ＡＫ（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ２）からなる群から選択されるアミノ酸配
列を含むＣＤＲＬ２、および配列番号２４４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ２
）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｎ）（ｉ）配列番号４（ＨＥ　ＬＭ　０６Ｃ１１　ＩＧＨＶ２－７０）のアミノ酸配
列を含むＣＤＲＨ１、配列番号１４（ＨＥ　ＬＭ　０６Ｃ１１　ＩＧＨＶ２－７０）のア
ミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、および配列番号１８（ＨＥ　ＬＭ　０６Ｃ１１　ＩＧＨＶ
２－７０）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
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　　（ｉｉ）配列番号２３（Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｓｈ０６Ｃ１１　ＩＧ
ＫＶ１－１６）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番号２８（Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈ
ｉｍｅｒｉｃ、Ｓｈ０６Ｃ１１　ＩＧＫＶ１－１６）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ２、
および配列番号３５（Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｓｈ０６Ｃ１１　ＩＧＫＶ１
－１６）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｏ）（ｉ）配列番号４（Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む
ＣＤＲＨ１、配列番号９（Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含むＣ
ＤＲＨ２、および配列番号１８（Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を
含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　　（ｉｉ）配列番号２３（Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む
ＣＤＲＬ１、配列番号３０（Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む
ＣＤＲＬ２、および配列番号３６（Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列
を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｐ）（ｉ）配列番号５（Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む
ＣＤＲＨ１、配列番号１１（Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む
ＣＤＲＨ２、および配列番号１９（Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列
を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　　（ｉｉ）配列番号２３（Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む
ＣＤＲＬ１、配列番号２８（Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む
ＣＤＲＬ２、および配列番号３５（Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列
を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｑ）（ｉ）配列番号１、配列番号２３４および配列番号２３５（Ｓｈ０１Ｇ０６　Ｉ
ＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｉ６９Ｌ）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣ
ＤＲＨ１、配列番号７、配列番号１４３および配列番号１４８（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨ
Ｖ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｉ６９Ｌ）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲ

Ｈ２、ならびに配列番号１５および配列番号１５４（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９
　Ｔ３０Ｓ　Ｉ６９Ｌ）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む
免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　　（ｉｉ）配列番号２１および配列番号１６０（０１Ｇ０６、Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉ
ｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　
Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｖ４８Ｉ）からなる群から選
択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番号２６およびＤＡＫ（０１Ｇ０６、Ｃｈ
０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９、Ｈｕ０１Ｇ０６　
ＩＧＫＶ１－３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｖ４８Ｉ
）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ２、ならびに配列番号３２（０
１Ｇ０６、Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９、Ｈ
ｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－
３９　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｒ）（ｉ）配列番号１、配列番号２３４および配列番号２３５（Ｓｈ０１Ｇ０６　Ｉ
ＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｋ６４Ｑ　Ｉ６９Ｌ）からなる群から選択されるアミノ酸配
列を含むＣＤＲＨ１、配列番号１３、配列番号１４３および配列番号１４８（Ｓｈ０１Ｇ
０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｋ６４Ｑ　Ｉ６９Ｌ）からなる群から選択されるア
ミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、ならびに配列番号１５および配列番号１５４（Ｓｈ０１Ｇ
０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｋ６４Ｑ　Ｉ６９Ｌ）からなる群から選択されるア
ミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　　（ｉｉ）配列番号２１および配列番号１６０（０１Ｇ０６、Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉ
ｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　
Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｖ４８Ｉ）からなる群から選
択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番号２６およびＤＡＫ（０１Ｇ０６、Ｃｈ
０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９、Ｈｕ０１Ｇ０６　



(6) JP 2016-508984 A5 2017.2.9

ＩＧＫＶ１－３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｖ４８Ｉ
）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ２、ならびに配列番号３２（０
１Ｇ０６、Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９、Ｈ
ｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－
３９　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｓ）（ｉ）配列番号１、配列番号３８および配列番号１３６（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧ
ＨＶ１－１８　Ｆ２）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ１、配列番
号２３７、配列番号２４１および配列番号２４３（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　
Ｆ２）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、ならびに配列番号１５
および配列番号１５４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｆ２）からなる群から選択
されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　　（ｉｉ）配列番号２１および配列番号１６０（０１Ｇ０６、Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉ
ｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　
Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｖ４８Ｉ）からなる群から選
択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番号２６およびＤＡＫ（０１Ｇ０６、Ｃｈ
０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９、Ｈｕ０１Ｇ０６　
ＩＧＫＶ１－３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｖ４８Ｉ
）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ２、ならびに配列番号３２（０
１Ｇ０６、Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９、Ｈ
ｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－
３９　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｔ）（ｉ）配列番号１、配列番号３８および配列番号１３６（０１Ｇ０６、Ｃｈ０１
Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧ
ＨＶ１－６９、Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ）からなる群から選択され
るアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ１、配列番号７、配列番号１４３および配列番号１４８（
０１Ｇ０６、Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８、
Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９、Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ）か
らなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、ならびに配列番号１５および配
列番号１５４（０１Ｇ０６、Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧ
ＨＶ１－１８、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９、Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８
　Ｍ６９Ｌ）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブ
リン重鎖可変領域と、
　　（ｉｉ）配列番号２１および配列番号１６０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　
Ｆ２）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番号２６およびＤ
ＡＫ（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ２）からなる群から選択されるアミノ酸配
列を含むＣＤＲＬ２、ならびに配列番号２４４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ
２）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｕ）（ｉ）配列番号１、配列番号３８および配列番号１３６（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧ
ＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ　Ｇ４４Ｓ、Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ
６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ１、配列番号
１３、配列番号１４３および配列番号１４８（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６
９Ｌ　Ｋ６４Ｑ　Ｇ４４Ｓ、Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ）
からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、ならびに配列番号１５および
配列番号１５４（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ　Ｇ４４Ｓ、
Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ）からなる群から選択されるア
ミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　　（ｉｉ）配列番号２１および配列番号１６０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　
Ｆ２）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番号２６およびＤ
ＡＫ（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ２）からなる群から選択されるアミノ酸配
列を含むＣＤＲＬ２、ならびに配列番号２４４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ
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２）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｖ）（ｉ）配列番号１、配列番号２３４および配列番号２３５（Ｓｈ０１Ｇ０６　Ｉ
ＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｉ６９Ｌ）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣ
ＤＲＨ１、配列番号７、配列番号１４３および配列番号１４８（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨ
Ｖ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｉ６９Ｌ）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲ

Ｈ２、ならびに配列番号１５および配列番号１５４（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９
　Ｔ３０Ｓ　Ｉ６９Ｌ）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む
免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　　（ｉｉ）配列番号２１および配列番号１６０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　
Ｆ２）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番号２６およびＤ
ＡＫ（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ２）からなる群から選択されるアミノ酸配
列を含むＣＤＲＬ２、ならびに配列番号２４４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ
２）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｗ）（ｉ）配列番号１、配列番号２３４および配列番号２３５（Ｓｈ０１Ｇ０６　Ｉ
ＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｋ６４Ｑ　Ｉ６９Ｌ）からなる群から選択されるアミノ酸配
列を含むＣＤＲＨ１、配列番号１３、配列番号１４３および配列番号１４８（Ｓｈ０１Ｇ
０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｋ６４Ｑ　Ｉ６９Ｌ）からなる群から選択されるア
ミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、ならびに配列番号１５および配列番号１５４（Ｓｈ０１Ｇ
０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｋ６４Ｑ　Ｉ６９Ｌ）からなる群から選択されるア
ミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　　（ｉｉ）配列番号２１および配列番号１６０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　
Ｆ２）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番号２６およびＤ
ＡＫ（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ２）からなる群から選択されるアミノ酸配
列を含むＣＤＲＬ２、ならびに配列番号２４４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ
２）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｘ）（ｉ）配列番号１、配列番号３８および配列番号１３６（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧ
ＨＶ１－１８　Ｆ１）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ１、配列番
号２３６、配列番号２４０および配列番号２４２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　
Ｆ１）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、ならびに配列番号１５
および配列番号１５４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｆ１）からなる群から選択
されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　　（ｉｉ）配列番号２１および配列番号１６０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　
Ｆ２）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番号２６およびＤ
ＡＫ（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ２）からなる群から選択されるアミノ酸配
列を含むＣＤＲＬ２、ならびに配列番号２４４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ
２）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；ならびに
　（ｙ）（ｉ）配列番号１、配列番号２３４および配列番号２３５（Ｈｕ０１Ｇ０６　Ｉ
ＧＨＶ１－６９　Ｆ１）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ１、配列
番号２３８、配列番号２４１および配列番号２４３（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９
　Ｆ１）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、ならびに配列番号１
５および配列番号１５４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｆ１）からなる群から選
択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　　（ｉｉ）配列番号２１および配列番号１６０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　
Ｆ２）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番号２６およびＤ
ＡＫ（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ２）からなる群から選択されるアミノ酸配
列を含むＣＤＲＬ２、ならびに配列番号２４４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ
２）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域
からなる群から選択される免疫グロブリン重鎖可変領域と免疫グロブリン軽鎖可変領域と
を含む、ヒトＧＤＦ１５に結合する単離抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項２】
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　前記ＣＤＲ配列が、ヒトまたはヒト化フレームワーク配列の間に挿入される、請求項１
に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項３】
　（ａ）配列番号２５０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｆ１）のアミノ酸配列を
含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９
　Ｆ１）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｂ）配列番号２４８（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｆ２）のアミノ酸配列を
含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号２５４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３
９　Ｆ２）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｃ）配列番号４０（０１Ｇ０６、Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ））のアミノ酸
配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号７６（０１Ｇ０６（Ｃｈ０１Ｇ０６
　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｄ）配列番号４２（０３Ｇ０５）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域
と、配列番号７８（０３Ｇ０５）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｅ）配列番号４４（０４Ｆ０８）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域
と、配列番号８０（０４Ｆ０８）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｆ）配列番号４６（０６Ｃ１１）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域
と、配列番号８２（０６Ｃ１１）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｇ）配列番号４８（０８Ｇ０１）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域
と、配列番号８４（０８Ｇ０１）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｈ）配列番号５０（１４Ｆ１１）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域
と、配列番号８６（１４Ｆ１１）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｉ）配列番号５２（１７Ｂ１１）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域
と、配列番号８８（１７Ｂ１１）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｊ）配列番号５４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８）のアミノ酸配列を含む免疫
グロブリン重鎖可変領域と、配列番号７６（Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミ
ノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｋ）配列番号５６（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９）のアミノ酸配列を含む免疫
グロブリン重鎖可変領域と、配列番号７６（Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミ
ノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｌ）配列番号５８（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ）のアミノ酸配列
を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号７６（Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉ
ｃ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｍ）配列番号６０（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ　Ｇ４
４Ｓ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号７６（Ｃｈ０１Ｇ
０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｎ）配列番号６２（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ）のア
ミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号７６（Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈ
ｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｏ）配列番号６４（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｉ６９Ｌ）のア
ミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号７６（Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈ
ｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｐ）配列番号６６（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｋ６４Ｑ　Ｉ６
９Ｌ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号７６（Ｃｈ０１Ｇ
０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｑ）配列番号４０（Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む免疫
グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９）のアミ
ノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｒ）配列番号５４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８）のアミノ酸配列を含む免疫
グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９）のアミ
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ノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｓ）配列番号５６（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９）のアミノ酸配列を含む免疫
グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９）のアミ
ノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｔ）配列番号５８（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ）のアミノ酸配列
を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３
９）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｕ）配列番号６０（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ　Ｇ４
４Ｓ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９０（Ｈｕ０１Ｇ
０６　ＩＧＫＶ１－３９）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｖ）配列番号６２（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ）のア
ミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧ
ＫＶ１－３９）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｗ）配列番号６４（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｉ６９Ｌ）のア
ミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧ
ＫＶ１－３９）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｘ）配列番号６６（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｋ６４Ｑ　Ｉ６
９Ｌ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９０（Ｈｕ０１Ｇ
０６　ＩＧＫＶ１－３９）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｙ）配列番号４０（Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む免疫
グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｓ４３
Ａ　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｚ）配列番号５４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８）のアミノ酸配列を含む免疫
グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｓ４３
Ａ　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ａａ）配列番号５６（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９）のアミノ酸配列を含む免
疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｓ４
３Ａ　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｂｂ）配列番号５８（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ）のアミノ酸配
列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－
３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｃｃ）配列番号６０（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ　Ｇ
４４Ｓ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９２（Ｈｕ０１
Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン
軽鎖可変領域；
　（ｄｄ）配列番号６２（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ）の
アミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９２（Ｈｕ０１Ｇ０６　Ｉ
ＧＫＶ１－３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領
域；
　（ｅｅ）配列番号６４（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｉ６９Ｌ）の
アミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９２（Ｈｕ０１Ｇ０６　Ｉ
ＧＫＶ１－３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領
域；
　（ｆｆ）配列番号６６（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｋ６４Ｑ　Ｉ
６９Ｌ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９２（Ｈｕ０１
Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン
軽鎖可変領域；
　（ｇｇ）配列番号４０（Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む免
疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｖ４
８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
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　（ｈｈ）配列番号５４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８）のアミノ酸配列を含む免
疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｖ４
８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｉｉ）配列番号５６（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９）のアミノ酸配列を含む免
疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｖ４
８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｊｊ）配列番号５８（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ）のアミノ酸配
列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－
３９　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｋｋ）配列番号６０（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ　Ｇ
４４Ｓ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９４（Ｈｕ０１
Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領
域；
　（ｌｌ）配列番号６２（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ）の
アミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９４（Ｈｕ０１Ｇ０６　Ｉ
ＧＫＶ１－３９　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｍｍ）配列番号６４（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｉ６９Ｌ）の
アミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９４（Ｈｕ０１Ｇ０６　Ｉ
ＧＫＶ１－３９　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｎｎ）配列番号６６（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｋ６４Ｑ　Ｉ
６９Ｌ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９４（Ｈｕ０１
Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領
域；
　（ｏｏ）配列番号２４６（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｆ１）のアミノ酸配列
を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３
９　Ｆ１）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｐｐ）配列番号２５２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｆ２）のアミノ酸配列
を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３
９　Ｆ１）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｑｑ）配列番号２５２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｆ２）のアミノ酸配列
を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号２５４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－
３９　Ｆ２）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｒｒ）配列番号６８（ＨＥ　ＬＭ　０６Ｃ１１　ＩＧＨＶ２－７０）のアミノ酸配列
を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号８２（Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉ
ｃ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｓｓ）配列番号７０（Ｈｕ０６Ｃ１１　ＩＧＨＶ２－５）のアミノ酸配列を含む免疫
グロブリン重鎖可変領域と、配列番号８２（Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミ
ノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｔｔ）配列番号４６（Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む免
疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９６（Ｓｈ０６Ｃ１１　ＩＧＫＶ１－１６）のア
ミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｕｕ）配列番号６８（ＨＥ　ＬＭ　０６Ｃ１１　ＩＧＨＶ２－７０）のアミノ酸配列
を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９６（Ｓｈ０６Ｃ１１　ＩＧＫＶ１－１
６）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｖｖ）配列番号７０（Ｈｕ０６Ｃ１１　ＩＧＨＶ２－５）のアミノ酸配列を含む免疫
グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９６（Ｓｈ０６Ｃ１１　ＩＧＫＶ１－１６）のアミ
ノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｗｗ）配列番号７２（Ｓｈ１４Ｆ１１　ＩＧＨＶ２－５）のアミノ酸配列を含む免疫
グロブリン重鎖可変領域と、配列番号８６（Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミ
ノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
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　（ｘｘ）配列番号７４（Ｓｈ１４Ｆ１１　ＩＧＨＶ２－７０）のアミノ酸配列を含む免
疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号８６（Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のア
ミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｙｙ）配列番号５０（Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む免
疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９８（Ｈｕ１４Ｆ１１　ＩＧＫＶ１－１６）のア
ミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｚｚ）配列番号７２（Ｓｈ１４Ｆ１１　ＩＧＨＶ２－５）のアミノ酸配列を含む免疫
グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９８（Ｈｕ１４Ｆ１１　ＩＧＫＶ１－１６）のアミ
ノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ａａａ）配列番号７４（Ｓｈ１４Ｆ１１　ＩＧＨＶ２－７０）のアミノ酸配列を含む
免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９８（Ｈｕ１４Ｆ１１　ＩＧＫＶ１－１６）の
アミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｂｂｂ）配列番号２４８（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｆ２）のアミノ酸配
列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－
３９　Ｆ１）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｃｃｃ）配列番号４０（０１Ｇ０６、Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ
酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号２５４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫ
Ｖ１－３９　Ｆ２）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｄｄｄ）配列番号５４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８）のアミノ酸配列を含む
免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号２５４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　
Ｆ２）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｅｅｅ）配列番号５６（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９）のアミノ酸配列を含む
免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号２５４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　
Ｆ２）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｆｆｆ）配列番号５８（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ）のアミノ酸
配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号２５４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ
１－３９　Ｆ２）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｇｇｇ）配列番号６０（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ　
Ｇ４４Ｓ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号２５４（Ｈｕ
０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ２）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領
域；
　（ｈｈｈ）配列番号６２（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｋ６４Ｑ）のアミノ酸
配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号２５４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ
１－３９　Ｆ２）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｉｉｉ）配列番号６４（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｉ６９Ｌ）
のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号２５４（Ｈｕ０１Ｇ０６
　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ２）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｊｊｊ）配列番号６６（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｋ６４Ｑ　
Ｉ６９Ｌ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号２５４（Ｈｕ
０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ２）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領
域；
　（ｋｋｋ）配列番号２４６（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｆ１）のアミノ酸配
列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号２５４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１
－３９　Ｆ２）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；ならびに
　（ｌｌｌ）配列番号２５０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｆ１）のアミノ酸配
列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号２５４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１
－３９　Ｆ２）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
からなる群から選択される免疫グロブリン重鎖可変領域と免疫グロブリン軽鎖可変領域と
を含む、ヒトＧＤＦ１５に結合する単離抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項４】
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　（ａ）配列番号２６０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｆ１）のアミノ酸配列を
含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２０８（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ１
）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｂ）配列番号２５８（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｆ２）のアミノ酸配列を
含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２６４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ２
）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｃ）配列番号１７６（Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む免
疫グロブリン重鎖と、配列番号２０４（Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸
配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｄ）配列番号１９２（Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む免
疫グロブリン重鎖と、配列番号２１２（Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸
配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｅ）配列番号１９８（Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む免
疫グロブリン重鎖と、配列番号２１６（Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸
配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｆ）配列番号１７８（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８）のアミノ酸配列を含む免
疫グロブリン重鎖と、配列番号２０６（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９）のアミノ酸
配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｇ）配列番号１８０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９）のアミノ酸配列を含む免
疫グロブリン重鎖と、配列番号２０６（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９）のアミノ酸
配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｈ）配列番号１８４（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ　Ｇ
４４Ｓ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２１０（Ｈｕ０１Ｇ０６
　ＩＧＫＶ１－３９　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｉ）配列番号１８８（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｉ６９Ｌ）の
アミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２１０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ
１－３９　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｊ）配列番号１８４（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ　Ｇ
４４Ｓ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２０８（Ｈｕ０１Ｇ０６
　ＩＧＫＶ１－３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｋ）配列番号１８８（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｉ６９Ｌ）の
アミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２０８（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ
１－３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｌ）配列番号２５６（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｆ１）のアミノ酸配列を
含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２０８（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ１
）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｍ）配列番号２６２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｆ２）のアミノ酸配列を
含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２０８（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ１
）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｎ）配列番号２６２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｆ２）のアミノ酸配列を
含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２６４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ２
）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｏ）配列番号１９４（ＨＥ　ＬＭ　０６Ｃ１１　ＩＧＨＶ２－７０）のアミノ酸配列
を含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２１４（Ｓｈ０６Ｃ１１　ＩＧＫＶ１－１６）の
アミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｐ）配列番号１９６（Ｈｕ０６Ｃ１１　ＩＧＨＶ２－５）のアミノ酸配列を含む免疫
グロブリン重鎖と、配列番号２１４（Ｓｈ０６Ｃ１１　ＩＧＫＶ１－１６）のアミノ酸配
列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｑ）配列番号２００（Ｓｈ１４Ｆ１１　ＩＧＨＶ２－５）のアミノ酸配列を含む免疫
グロブリン重鎖と、配列番号２１８（Ｈｕ１４Ｆ１１　ＩＧＫＶ１－１６）のアミノ酸配
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列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｒ）配列番号２０２（Ｓｈ１４Ｆ１１　ＩＧＨＶ２－７０）のアミノ酸配列を含む免
疫グロブリン重鎖と、配列番号２１８（Ｈｕ１４Ｆ１１　ＩＧＫＶ１－１６）のアミノ酸
配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｓ）配列番号１８２（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ）のアミノ酸配
列を含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２０６（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９）
のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｔ）配列番号１８６（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ）の
アミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２０６（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ
１－３９）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｕ）配列番号１８４（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ　Ｇ
４４Ｓ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２０６（Ｈｕ０１Ｇ０６
　ＩＧＫＶ１－３９）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｖ）配列番号１８８（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｉ６９Ｌ）の
アミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２０６（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ
１－３９）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｗ）配列番号１９０（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｋ６４Ｑ　Ｉ
６９Ｌ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２０６（Ｈｕ０１Ｇ０６
　ＩＧＫＶ１－３９）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｘ）配列番号１８２（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ）のアミノ酸配
列を含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２１０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　
Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｙ）配列番号１８６（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ）の
アミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２１０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ
１－３９　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｚ）配列番号１９０（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｋ６４Ｑ　Ｉ
６９Ｌ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２１０（Ｈｕ０１Ｇ０６
　ＩＧＫＶ１－３９　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ａａ）配列番号１８２（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ）のアミノ酸
配列を含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２０８（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９
　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｂｂ）配列番号１８６（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ）
のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２０８（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫ
Ｖ１－３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｃｃ）配列番号１９０（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｋ６４Ｑ　
Ｉ６９Ｌ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２０８（Ｈｕ０１Ｇ０
６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖
；
　（ｄｄ）配列番号２０４のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖と、配列番号１７８
、１８０、１８２、１８４、１８６、１８８、または１９０のアミノ酸配列を含む免疫グ
ロブリン重鎖；
　（ｅｅ）配列番号２０８のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖と、配列番号１７６
、１７８、１８０、または２５８のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖；
　（ｆｆ）配列番号２１０のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖と、配列番号１７６
、１７８、または１８０のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖；
　（ｇｇ）配列番号２６４のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖と、配列番号１７６
、１７８、１８０、１８２、１８４、１８６、１８８、１９０、２５６、または２６０の
アミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖；ならびに
　（ｈｈ）配列番号２０６のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖と、配列番号１７６
のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖
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からなる群から選択される免疫グロブリン重鎖と免疫グロブリン軽鎖とを含む、ヒトＧＤ
Ｆ１５に結合する単離抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の免疫グロブリン重鎖をコードするヌクレオチド配
列を含む単離核酸。
【請求項６】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の免疫グロブリン軽鎖をコードするヌクレオチド配
列を含む単離核酸。
【請求項７】
　請求項５に記載の核酸を含む発現ベクター。
【請求項８】
　請求項６に記載の核酸を含む発現ベクター。
【請求項９】
　請求項５に記載の核酸をさらに含む、請求項８に記載の発現ベクター。
【請求項１０】
　請求項７に記載の発現ベクターを含む宿主細胞。
【請求項１１】
　請求項８に記載の発現ベクターを含む宿主細胞。
【請求項１２】
　請求項９に記載の発現ベクターを含む宿主細胞。
【請求項１３】
　請求項７に記載の発現ベクターをさらに含む、請求項１１に記載の宿主細胞。
【請求項１４】
　（ａ）宿主細胞が免疫グロブリン重鎖もしくは重鎖可変領域または免疫グロブリン軽鎖
もしくは軽鎖可変領域を含むポリペプチドを発現する条件下で、請求項１０または１１に
記載の宿主細胞を培養するステップと；
　（ｂ）前記免疫グロブリン重鎖もしくは重鎖可変領域または免疫グロブリン軽鎖もしく
は軽鎖可変領域を含むポリペプチドを精製するステップ
を含む、免疫グロブリン重鎖もしくは重鎖可変領域または免疫グロブリン軽鎖もしくは免
疫グロブリン軽鎖可変領域を含むポリペプチドを生成する方法。
【請求項１５】
　（ａ）宿主細胞が免疫グロブリン重鎖もしくは重鎖可変領域および／または免疫グロブ
リン軽鎖もしくは軽鎖可変領域を含む１つまたは複数のポリペプチドを発現する条件下で
、請求項１２または１３に記載の宿主細胞を培養し、それによって抗体または抗体の抗原
結合性断片を生成するステップと；（ｂ）前記抗体または前記抗体の抗原結合性断片を精
製するステップを含む、ヒトＧＤＦ１５に結合する抗体または抗体の抗原結合性断片を生
成する方法。
【請求項１６】
　前記抗体が、
　（ａ）モノクローナル抗体；
　（ｂ）キメラ抗体、ヒト化抗体、もしくはヒト抗体；
　（ｃ）ヒトＩｇＧ１、ＩｇＧ２もしくはＩｇＧ４アイソタイプ抗体；
　（ｄ）二重特異性抗体；または
　（ｅ）Ｆａｂ、Ｆａｂ’、Ｆ（ａｂ’）２、Ｆｖ、一本鎖抗体、小型抗体または二特異
性抗体
のうちの１つまたは複数である、請求項１～４のいずれか一項に記載の抗体またはその抗
原結合性断片。
【請求項１７】
　単離抗体またはその抗原結合性断片であって、
　（ｉ）ヒトＧＤＦ１５への結合に対して、請求項１～４のいずれか一項に記載の抗体ま
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たはその抗原結合性断片と拮抗する、あるいは
　（ｉｉ）請求項１～４のいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片と同じ、
ヒトＧＤＦ１５上のエピトープに結合する、
単離抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項１８】
　請求項１～４、１６、または１７のいずれか一項に記載の有効量の抗体を含む、哺乳動
物において悪液質を治療するための組成物。
【請求項１９】
　筋肉量減少を予防または低減するための有効量の請求項１～４、１６、または１７のい
ずれか一項に記載の抗体を含む、基礎疾患に関連した筋肉量減少を抑制するための組成物
。
【請求項２０】
　前記基礎疾患が、癌、慢性心不全、慢性腎疾患、ＣＯＰＤ、ＡＩＤＳ、多発性硬化症、
関節リウマチ、敗血症、および結核からなる群から選択される、請求項１９に記載の組成
物。
【請求項２１】
　前記筋肉量減少が、脂肪量減少を伴う、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２２】
　請求項１～４、１６、または１７のいずれか一項に記載の有効量の抗体を含む、哺乳動
物において不随意性の体重減少を抑制または低減するための組成物。
【請求項２３】
　器官重量減少を予防または低減するための有効量の請求項１～４、１６、または１７の
いずれか一項に記載の抗体を含む、基礎疾患に関連した器官重量減少を抑制するための組
成物。
【請求項２４】
　前記基礎疾患が、癌、慢性心不全、慢性腎疾患、ＣＯＰＤ、ＡＩＤＳ、多発性硬化症、
関節リウマチ、敗血症、および結核からなる群から選択される、請求項２３に記載の組成
物。
【請求項２５】
　前記器官が腎臓、肝臓、心臓、または脾臓である、請求項２３に記載の組成物。
【請求項２６】
　前記器官重量減少が、筋肉量減少、脂肪量減少、または不随意性の体重減少を伴う、請
求項２３に記載の組成物。
【請求項２７】
　前記組成物が、第２の薬剤と組み合わせて、それを必要とする哺乳動物に投与されるこ
とを特徴とし、前記第２の薬剤が、アクチビン－Ａ阻害剤、ＡｃｔＲＩＩＢ阻害剤、ＩＬ
－６阻害剤、ＩＬ－６Ｒ阻害剤、メラノコルチンペプチド阻害剤、メラノコルチン受容体
阻害剤、グレリン、グレリンミメティック、ＧＨＳ－Ｒ１ａアゴニスト、ＳＡＲＭ、ＴＮ
Ｆα阻害剤、ＩＬ－１α阻害剤、ミオスタチン阻害剤、β遮断薬、および抗癌剤からなる
群から選択される、請求項１８に記載の組成物。
【請求項２８】
　請求項１～４、１６、または１７のいずれか一項に記載の有効量の抗体を含む、哺乳動
物において筋肉減少症を治療するための組成物。
【請求項２９】
　請求項１～４、１６、または１７のいずれか一項に記載の有効量の抗体を含む、哺乳動
物において抗癌剤の最大耐用量を増加させるための組成物。
【請求項３０】
　前記抗癌剤が、哺乳動物において悪液質を引き起こす、請求項２９に記載の組成物。
【請求項３１】
　前記組成物が抗癌剤と組み合わせて投与されることを特徴とする、請求項３０に記載の
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組成物。
【請求項３２】
　請求項１～４、１６、または１７のいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断
片、および薬学的に許容されるキャリアを含む、医薬組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明のこれらおよびその他の態様ならびに利点は、以下の図、詳細な説明、および特
許請求の範囲の考察に基づいて明らかになる。本明細書の用法では、「含む（ｉｎｃｌｕ
ｄｉｎｇ）」は、限定することを意図するものではなく、言及される例は非限定的である
。本明細書の用法では、「抗体０１Ｇ０６、０３Ｇ０５、０４Ｆ０８、０６Ｃ１１、０８
Ｇ０１、１４Ｆ１１、または１７Ｂ１１」は、抗体０１Ｇ０６、０３Ｇ０５、０４Ｆ０８
、０６Ｃ１１、０８Ｇ０１、１４Ｆ１１、もしくは１７Ｂ１１、またはそれらのヒト化変
異体を意味する。
　特定の実施形態では、例えば以下が提供される：
（項目１）
　（ａ）（ｉ）配列番号１および配列番号３８（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｆ
２）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ１、配列番号２３７および配
列番号２４１（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｆ２）からなる群から選択されるア
ミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、および配列番号１５（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８
　Ｆ２）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　（ｉｉ）配列番号２１（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ２）のアミノ酸配列を
含むＣＤＲＬ１、配列番号２６（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ２）のアミノ酸
配列を含むＣＤＲＬ２、および配列番号２４４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ
２）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｂ）（ｉ）配列番号１および配列番号２３４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　
Ｆ１）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ１、配列番号２３８および
配列番号２４１（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｆ１）からなる群から選択される
アミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、および配列番号１５（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６
９　Ｆ１）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　（ｉｉ）配列番号２１（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ１）のアミノ酸配列を
含むＣＤＲＬ１、配列番号２６（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ１）のアミノ酸
配列を含むＣＤＲＬ２、および配列番号３２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ１
）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｃ）（ｉ）配列番号１（０１Ｇ０６、Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０１
Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９、Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧ
ＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ、Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｉ６９Ｌ）の
アミノ酸配列を含むＣＤＲＨ１、配列番号７（０１Ｇ０６、Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅ
ｒｉｃ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９、Ｓｈ
０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ、Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０
Ｓ　Ｉ６９Ｌ）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、および配列番号１５（０１Ｇ０６、Ｃ
ｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８、Ｈｕ０１Ｇ０６
　ＩＧＨＶ１－６９、Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ、Ｓｈ０１Ｇ０６　
ＩＧＨＶ１－６９Ｌ　Ｔ３０Ｓ　Ｉ６９Ｌ）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫
グロブリン重鎖可変領域と、
　（ｉｉ）配列番号２１（０１Ｇ０６、Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０１Ｇ
０６　ＩＧＫＶ１－３９、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ、Ｈ
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ｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番
号２６（０１Ｇ０６、Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１
－３９、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ、Ｈｕ０１Ｇ０６　Ｉ
ＧＫＶ１－３９　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ２、および配列番号３２（０
１Ｇ０６、Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９、Ｈ
ｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－
３９　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｄ）（ｉ）配列番号２（０３Ｇ０５）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ１、配列番号８
（０３Ｇ０５）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、および配列番号１６（０３Ｇ０５）の
アミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　（ｉｉ）配列番号２２（０３Ｇ０５）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番号２７
（０３Ｇ０５）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ２、および配列番号３３（０３Ｇ０５）の
アミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｅ）（ｉ）配列番号３（０４Ｆ０８）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ１、配列番号９
（０４Ｆ０８）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、および配列番号１７（０４Ｆ０８）の
アミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　（ｉｉ）配列番号２３（０４Ｆ０８）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番号２８
（０４Ｆ０８）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ２、および配列番号３４（０４Ｆ０８）の
アミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｆ）（ｉ）配列番号４（０６Ｃ１１、Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０６
Ｃ１１　ＩＧＨＶ２－５）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ１、配列番号９（０６Ｃ１１、
Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０６Ｃ１１　ＩＧＨＶ２－５）のアミノ酸配列
を含むＣＤＲＨ２、および配列番号１８（０６Ｃ１１、Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉ
ｃ、Ｈｕ０６Ｃ１１　ＩＧＨＶ２－５）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロ
ブリン重鎖可変領域と、
　（ｉｉ）配列番号２３（０６Ｃ１１、Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｓｈ０６Ｃ
１１　ＩＧＫＶ１－１６）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番号２８（０６Ｃ１１
、Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｓｈ０６Ｃ１１　ＩＧＫＶ１－１６）のアミノ酸
配列を含むＣＤＲＬ２、および配列番号３５（０６Ｃ１１、Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅ
ｒｉｃ、Ｓｈ０６Ｃ１１　ＩＧＫＶ１－１６）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免
疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｇ）（ｉ）配列番号１（０８Ｇ０１）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ１、配列番号１
０（０８Ｇ０１）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、および配列番号１５（０８Ｇ０１）
のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　（ｉｉ）配列番号２４（０８Ｇ０１）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番号２９
（０８Ｇ０１）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ２、および配列番号３２（０８Ｇ０１）の
アミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｈ）（ｉ）配列番号５（１４Ｆ１１、Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｓｈ１４
Ｆ１１　ＩＧＨＶ２－５、Ｓｈ１４Ｆ１１　ＩＧＨＶ２－７０）のアミノ酸配列を含むＣ
ＤＲＨ１、配列番号１１（１４Ｆ１１、Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｓｈ１４Ｆ
１１　ＩＧＨＶ２－５、Ｓｈ１４Ｆ１１　ＩＧＨＶ２－７０）のアミノ酸配列を含むＣＤ
ＲＨ２、および配列番号１９（１４Ｆ１１、Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｓｈ１
４Ｆ１１　ＩＧＨＶ２－５、Ｓｈ１４Ｆ１１　ＩＧＨＶ２－７０）のアミノ酸配列を含む
ＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　（ｉｉ）配列番号２３（１４Ｆ１１、Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ１４Ｆ
１１　ＩＧＫＶ１－１６）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番号３０（１４Ｆ１１
、Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ１４Ｆ１１　ＩＧＫＶ１－１６）のアミノ酸
配列を含むＣＤＲＬ２、および配列番号３６（１４Ｆ１１、Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅ
ｒｉｃ、Ｈｕ１４Ｆ１１　ＩＧＫＶ１－１６）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免
疫グロブリン軽鎖可変領域；
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　（ｉ）（ｉ）配列番号６（１７Ｂ１１）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ１、配列番号１
２（１７Ｂ１１）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、および配列番号２０（１７Ｂ１１）
のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　（ｉｉ）配列番号２５（１７Ｂ１１）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番号３１
（１７Ｂ１１）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ２、および配列番号３７（１７Ｂ１１）の
アミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｊ）（ｉ）配列番号１（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ　
Ｇ４４Ｓ、Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ、Ｓｈ０１Ｇ０６　
ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｋ６４Ｑ　Ｉ６９Ｌ）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ１、
配列番号１３（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ　Ｇ４４Ｓ、Ｓ
ｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ、Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－
６９　Ｔ３０Ｓ　Ｋ６４Ｑ　Ｉ６９Ｌ）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、および配列番
号１５（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ　Ｇ４４Ｓ、Ｓｈ０１
Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　
Ｔ３０Ｓ　Ｋ６４Ｑ　Ｉ６９Ｌ）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン
重鎖可変領域と、
　（ｉｉ）配列番号２１（０１Ｇ０６、Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０１Ｇ
０６　ＩＧＫＶ１－３９、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ、Ｈ
ｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番
号２６（０１Ｇ０６、Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１
－３９、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ、Ｈｕ０１Ｇ０６　Ｉ
ＧＫＶ１－３９　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ２、および配列番号３２（０
１Ｇ０６、Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９、Ｈ
ｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ、Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－
３９　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｋ）（ｉ）配列番号１および配列番号３８（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｆ
１）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ１、配列番号２３６および配
列番号２４０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｆ１）からなる群から選択されるア
ミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、および配列番号１５（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８
　Ｆ１）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　（ｉｉ）配列番号２１（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ１）のアミノ酸配列を
含むＣＤＲＬ１、配列番号２６（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ１）のアミノ酸
配列を含むＣＤＲＬ２、および配列番号３２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ１
）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｌ）（ｉ）配列番号１および配列番号２３４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　
Ｆ２）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ１、配列番号２３９および
配列番号２４０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｆ２）からなる群から選択される
アミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、および配列番号１５（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６
９　Ｆ２）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　（ｉｉ）配列番号２１（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ１）のアミノ酸配列を
含むＣＤＲＬ１、配列番号２６（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ１）のアミノ酸
配列を含むＣＤＲＬ２、および配列番号３２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ１
）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｍ）（ｉ）配列番号１および配列番号２３４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　
Ｆ２）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ１、配列番号２３９および
配列番号２４０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｆ２）からなる群から選択される
アミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、および配列番号１５（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６
９　Ｆ２）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　（ｉｉ）配列番号２１（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ２）のアミノ酸配列を
含むＣＤＲＬ１、配列番号２６（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ２）のアミノ酸
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配列を含むＣＤＲＬ２、および配列番号２４４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ
２）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｎ）（ｉ）配列番号４（ＨＥ　ＬＭ　０６Ｃ１１　ＩＧＨＶ２－７０）のアミノ酸配
列を含むＣＤＲＨ１、配列番号１４（ＨＥ　ＬＭ　０６Ｃ１１　ＩＧＨＶ２－７０）のア
ミノ酸配列を含むＣＤＲＨ２、および配列番号１８（ＨＥ　ＬＭ　０６Ｃ１１　ＩＧＨＶ
２－７０）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　（ｉｉ）配列番号２３（Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｓｈ０６Ｃ１１　ＩＧＫ
Ｖ１－１６）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ１、配列番号２８（Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉ
ｍｅｒｉｃ、Ｓｈ０６Ｃ１１　ＩＧＫＶ１－１６）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ２、お
よび配列番号３５（Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ、Ｓｈ０６Ｃ１１　ＩＧＫＶ１－
１６）のアミノ酸配列を含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｏ）（ｉ）配列番号４（Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む
ＣＤＲＨ１、配列番号９（Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含むＣ
ＤＲＨ２、および配列番号１８（Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を
含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　（ｉｉ）配列番号２３（Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含むＣ
ＤＲＬ１、配列番号３０（Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含むＣ
ＤＲＬ２、および配列番号３６（Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を
含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；ならびに
　（ｐ）（ｉ）配列番号５（Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む
ＣＤＲＨ１、配列番号１１（Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む
ＣＤＲＨ２、および配列番号１９（Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列
を含むＣＤＲＨ３を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、
　（ｉｉ）配列番号２３（Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含むＣ
ＤＲＬ１、配列番号２８（Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含むＣ
ＤＲＬ２、および配列番号３５（Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を
含むＣＤＲＬ３を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域
からなる群から選択される免疫グロブリン重鎖可変領域と免疫グロブリン軽鎖可変領域と
を含む、ヒトＧＤＦ１５に結合する単離抗体。
（項目２）
　前記ＣＤＲ配列が、ヒトまたはヒト化フレームワーク配列の間に挿入される、項目１に
記載の抗体。
（項目３）
　項目１に記載の免疫グロブリン重鎖可変領域をコードするヌクレオチド配列を含む単離
核酸。
（項目４）
　項目１に記載の免疫グロブリン軽鎖可変領域をコードするヌクレオチド配列を含む単離
核酸。
（項目５）
　項目３に記載の核酸を含む発現ベクター。
（項目６）
　項目４に記載の核酸を含む発現ベクター。
（項目７）
　項目３に記載の核酸をさらに含む、項目６に記載の発現ベクター。
（項目８）
　項目５に記載の発現ベクターを含む宿主細胞。
（項目９）
　項目６に記載の発現ベクターを含む宿主細胞。
（項目１０）
　項目７に記載の発現ベクターを含む宿主細胞。
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（項目１１）
　項目５に記載の発現ベクターをさらに含む、項目９に記載の宿主細胞。
（項目１２）
　（ａ）宿主細胞が免疫グロブリン重鎖可変領域または免疫グロブリン軽鎖可変領域を含
むポリペプチドを発現する条件下で、項目８または９に記載の宿主細胞を培養するステッ
プと；
　（ｂ）前記免疫グロブリン重鎖可変領域または免疫グロブリン軽鎖可変領域を含むポリ
ペプチドを精製するステップ
を含む、免疫グロブリン重鎖可変領域または免疫グロブリン軽鎖可変領域を含むポリペプ
チドを生成する方法。
（項目１３）
　（ａ）宿主細胞が免疫グロブリン重鎖可変領域および／または免疫グロブリン軽鎖可変
領域を含む１つまたは複数のポリペプチドを発現する条件下で、項目１０または１１に記
載の宿主細胞を培養し、それによって抗体または抗体の抗原結合性断片を生成するステッ
プと；
　（ｂ）前記抗体または前記抗体の抗原結合性断片を精製するステップ
を含む、ヒトＧＤＦ１５に結合する抗体または抗体の抗原結合性断片を生成する方法。
（項目１４）
　（ａ）配列番号２４８（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｆ２）のアミノ酸配列を
含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号２５４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３
９　Ｆ２）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｂ）配列番号２５０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｆ１）のアミノ酸配列を
含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９
　Ｆ１）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｃ）配列番号４０（０１Ｇ０６、Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ））のアミノ酸
配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号７６（０１Ｇ０６（Ｃｈ０１Ｇ０６
　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｄ）配列番号４２（０３Ｇ０５）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域
と、配列番号７８（０３Ｇ０５）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｅ）配列番号４４（０４Ｆ０８）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域
と、配列番号８０（０４Ｆ０８）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｆ）配列番号４６（０６Ｃ１１）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域
と、配列番号８２（０６Ｃ１１）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｇ）配列番号４８（０８Ｇ０１）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域
と、配列番号８４（０８Ｇ０１）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｈ）配列番号５０（１４Ｆ１１）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域
と、配列番号８６（１４Ｆ１１）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｉ）配列番号５２（１７Ｂ１１）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域
と、配列番号８８（１７Ｂ１１）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｊ）配列番号５４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８）のアミノ酸配列を含む免疫
グロブリン重鎖可変領域と、配列番号７６（Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミ
ノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｋ）配列番号５６（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９）のアミノ酸配列を含む免疫
グロブリン重鎖可変領域と、配列番号７６（Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミ
ノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｌ）配列番号５８（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ）のアミノ酸配列
を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号７６（Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉ
ｃ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｍ）配列番号６０（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ　Ｇ４
４Ｓ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号７６（Ｃｈ０１Ｇ
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０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｎ）配列番号６２（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ）のア
ミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号７６（Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈ
ｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｏ）配列番号６４（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｉ６９Ｌ）のア
ミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号７６（Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈ
ｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｐ）配列番号６６（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｋ６４Ｑ　Ｉ６
９Ｌ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号７６（Ｃｈ０１Ｇ
０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｑ）配列番号４０（Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む免疫
グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９）のアミ
ノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｒ）配列番号５４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８）のアミノ酸配列を含む免疫
グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９）のアミ
ノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｓ）配列番号５６（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９）のアミノ酸配列を含む免疫
グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９）のアミ
ノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｔ）配列番号５８（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ）のアミノ酸配列
を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３
９）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｕ）配列番号６０（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ　Ｇ４
４Ｓ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９０（Ｈｕ０１Ｇ
０６　ＩＧＫＶ１－３９）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｖ）配列番号６２（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ）のア
ミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧ
ＫＶ１－３９）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｗ）配列番号６４（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｉ６９Ｌ）のア
ミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧ
ＫＶ１－３９）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｘ）配列番号６６（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｋ６４Ｑ　Ｉ６
９Ｌ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９０（Ｈｕ０１Ｇ
０６　ＩＧＫＶ１－３９）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｙ）配列番号４０（Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む免疫
グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｓ４３
Ａ　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｚ）配列番号５４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８）のアミノ酸配列を含む免疫
グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｓ４３
Ａ　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ａａ）配列番号５６（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９）のアミノ酸配列を含む免
疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｓ４
３Ａ　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｂｂ）配列番号５８（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ）のアミノ酸配
列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－
３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｃｃ）配列番号６０（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ　Ｇ
４４Ｓ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９２（Ｈｕ０１
Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン
軽鎖可変領域；



(22) JP 2016-508984 A5 2017.2.9

　（ｄｄ）配列番号６２（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ）の
アミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９２（Ｈｕ０１Ｇ０６　Ｉ
ＧＫＶ１－３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領
域；
　（ｅｅ）配列番号６４（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｉ６９Ｌ）の
アミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９２（Ｈｕ０１Ｇ０６　Ｉ
ＧＫＶ１－３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領
域；
　（ｆｆ）配列番号６６（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｋ６４Ｑ　Ｉ
６９Ｌ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９２（Ｈｕ０１
Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン
軽鎖可変領域；
　（ｇｇ）配列番号４０（Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む免
疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｖ４
８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｈｈ）配列番号５４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８）のアミノ酸配列を含む免
疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｖ４
８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｉｉ）配列番号５６（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９）のアミノ酸配列を含む免
疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｖ４
８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｊｊ）配列番号５８（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ）のアミノ酸配
列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－
３９　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｋｋ）配列番号６０（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ　Ｇ
４４Ｓ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９４（Ｈｕ０１
Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領
域；
　（ｌｌ）配列番号６２（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ）の
アミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９４（Ｈｕ０１Ｇ０６　Ｉ
ＧＫＶ１－３９　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｍｍ）配列番号６４（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｉ６９Ｌ）の
アミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９４（Ｈｕ０１Ｇ０６　Ｉ
ＧＫＶ１－３９　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｎｎ）配列番号６６（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｋ６４Ｑ　Ｉ
６９Ｌ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９４（Ｈｕ０１
Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領
域；
　（ｏｏ）配列番号２４６（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｆ１）のアミノ酸配列
を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３
９　Ｆ１）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｐｐ）配列番号２５２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｆ２）のアミノ酸配列
を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３
９　Ｆ１）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｑｑ）配列番号２５２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｆ２）のアミノ酸配列
を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号２５４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－
３９　Ｆ２）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｒｒ）配列番号６８（ＨＥ　ＬＭ　０６Ｃ１１　ＩＧＨＶ２－７０）のアミノ酸配列
を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号８２（Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉ
ｃ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
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　（ｓｓ）配列番号７０（Ｈｕ０６Ｃ１１　ＩＧＨＶ２－５）のアミノ酸配列を含む免疫
グロブリン重鎖可変領域と、配列番号８２（Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミ
ノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｔｔ）配列番号４６（Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む免
疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９６（Ｓｈ０６Ｃ１１　ＩＧＫＶ１－１６）のア
ミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｕｕ）配列番号６８（ＨＥ　ＬＭ　０６Ｃ１１　ＩＧＨＶ２－７０）のアミノ酸配列
を含む免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９６（Ｓｈ０６Ｃ１１　ＩＧＫＶ１－１
６）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｖｖ）配列番号７０（Ｈｕ０６Ｃ１１　ＩＧＨＶ２－５）のアミノ酸配列を含む免疫
グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９６（Ｓｈ０６Ｃ１１　ＩＧＫＶ１－１６）のアミ
ノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｗｗ）配列番号７２（Ｓｈ１４Ｆ１１　ＩＧＨＶ２－５）のアミノ酸配列を含む免疫
グロブリン重鎖可変領域と、配列番号８６（Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミ
ノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｘｘ）配列番号７４（Ｓｈ１４Ｆ１１　ＩＧＨＶ２－７０）のアミノ酸配列を含む免
疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号８６（Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のア
ミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｙｙ）配列番号５０（Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む免
疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９８（Ｈｕ１４Ｆ１１　ＩＧＫＶ１－１６）のア
ミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｚｚ）配列番号７２（Ｓｈ１４Ｆ１１　ＩＧＨＶ２－５）のアミノ酸配列を含む免疫
グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９８（Ｈｕ１４Ｆ１１　ＩＧＫＶ１－１６）のアミ
ノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ａａａ）配列番号７４（Ｓｈ１４Ｆ１１　ＩＧＨＶ２－７０）のアミノ酸配列を含む
免疫グロブリン重鎖可変領域と、配列番号９８（Ｈｕ１４Ｆ１１　ＩＧＫＶ１－１６）の
アミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
からなる群から選択される免疫グロブリン重鎖可変領域と免疫グロブリン軽鎖可変領域と
を含む、ヒトＧＤＦ１５に結合する単離抗体。
（項目１５）
　項目１４に記載の免疫グロブリン重鎖可変領域をコードするヌクレオチド配列を含む単
離核酸。
（項目１６）
　項目１４に記載の免疫グロブリン軽鎖可変領域をコードするヌクレオチド配列を含む単
離核酸。
（項目１７）
　項目１５に記載の核酸を含む発現ベクター。
（項目１８）
　項目１６に記載の核酸を含む発現ベクター。
（項目１９）
　項目１５に記載の核酸をさらに含む、項目１８に記載の発現ベクター。
（項目２０）
　項目１７に記載の発現ベクターを含む宿主細胞。
（項目２１）
　項目１８に記載の発現ベクターを含む宿主細胞。
（項目２２）
　項目１９に記載の発現ベクターを含む宿主細胞。
（項目２３）
　項目１７に記載の発現ベクターをさらに含む、項目２１に記載の宿主細胞。
（項目２４）
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　（ａ）宿主細胞が免疫グロブリン重鎖可変領域または免疫グロブリン軽鎖可変領域を含
むポリペプチドを発現する条件下で、項目２０または２１に記載の宿主細胞を培養するス
テップと；
　（ｂ）前記免疫グロブリン重鎖可変領域または免疫グロブリン軽鎖可変領域を含むポリ
ペプチドを精製するステップ
を含む、免疫グロブリン重鎖可変領域または免疫グロブリン軽鎖可変領域を含むポリペプ
チドを生成する方法。
（項目２５）
　（ａ）宿主細胞が免疫グロブリン重鎖可変領域および／または免疫グロブリン軽鎖可変
領域を含む１つまたは複数のポリペプチドを発現する条件下で、項目２２または２３に記
載の宿主細胞を培養し、それによって抗体または抗体の抗原結合性断片を生成するステッ
プと；
　（ｂ）前記抗体または前記抗体の抗原結合性断片を精製するステップ
を含む、ヒトＧＤＦ１５に結合する抗体または抗体の抗原結合性断片を生成する方法。
（項目２６）
　（ａ）配列番号２５８（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｆ２）のアミノ酸配列を
含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２６４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ２
）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｂ）配列番号２６０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｆ１）のアミノ酸配列を
含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２０８（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ１
）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｃ）配列番号１７６（Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む免
疫グロブリン重鎖と、配列番号２０４（Ｃｈ０１Ｇ０６　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸
配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｄ）配列番号１９２（Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む免
疫グロブリン重鎖と、配列番号２１２（Ｃｈ０６Ｃ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸
配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｅ）配列番号１９８（Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸配列を含む免
疫グロブリン重鎖と、配列番号２１６（Ｃｈ１４Ｆ１１　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ）のアミノ酸
配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｆ）配列番号１７８（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８）のアミノ酸配列を含む免
疫グロブリン重鎖と、配列番号２０６（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９）のアミノ酸
配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｇ）配列番号１８０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９）のアミノ酸配列を含む免
疫グロブリン重鎖と、配列番号２０６（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９）のアミノ酸
配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｈ）配列番号１８４（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ　Ｇ
４４Ｓ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２１０（Ｈｕ０１Ｇ０６
　ＩＧＫＶ１－３９　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｉ）配列番号１８８（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｉ６９Ｌ）の
アミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２１０（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ
１－３９　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｊ）配列番号１８４（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｍ６９Ｌ　Ｋ６４Ｑ　Ｇ
４４Ｓ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２０８（Ｈｕ０１Ｇ０６
　ＩＧＫＶ１－３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｋ）配列番号１８８（Ｓｈ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｔ３０Ｓ　Ｉ６９Ｌ）の
アミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２０８（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ
１－３９　Ｓ４３Ａ　Ｖ４８Ｉ）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｌ）配列番号２５６（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－１８　Ｆ１）のアミノ酸配列を
含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２０８（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ１
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）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｍ）配列番号２６２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｆ２）のアミノ酸配列を
含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２０８（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ１
）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｎ）配列番号２６２（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＨＶ１－６９　Ｆ２）のアミノ酸配列を
含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２６４（Ｈｕ０１Ｇ０６　ＩＧＫＶ１－３９　Ｆ２
）のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｏ）配列番号１９４（ＨＥ　ＬＭ　０６Ｃ１１　ＩＧＨＶ２－７０）のアミノ酸配列
を含む免疫グロブリン重鎖と、配列番号２１４（Ｓｈ０６Ｃ１１　ＩＧＫＶ１－１６）の
アミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｐ）配列番号１９６（Ｈｕ０６Ｃ１１　ＩＧＨＶ２－５）のアミノ酸配列を含む免疫
グロブリン重鎖と、配列番号２１４（Ｓｈ０６Ｃ１１　ＩＧＫＶ１－１６）のアミノ酸配
列を含む免疫グロブリン軽鎖；
　（ｑ）配列番号２００（Ｓｈ１４Ｆ１１　ＩＧＨＶ２－５）のアミノ酸配列を含む免疫
グロブリン重鎖と、配列番号２１８（Ｈｕ１４Ｆ１１　ＩＧＫＶ１－１６）のアミノ酸配
列を含む免疫グロブリン軽鎖；ならびに
　（ｒ）配列番号２０２（Ｓｈ１４Ｆ１１　ＩＧＨＶ２－７０）のアミノ酸配列を含む免
疫グロブリン重鎖と、配列番号２１８（Ｈｕ１４Ｆ１１　ＩＧＫＶ１－１６）のアミノ酸
配列を含む免疫グロブリン軽鎖
からなる群から選択される免疫グロブリン重鎖と免疫グロブリン軽鎖とを含む、ヒトＧＤ
Ｆ１５に結合する単離抗体。
（項目２７）
　項目２６に記載の免疫グロブリン重鎖をコードするヌクレオチド配列を含む単離核酸。
（項目２８）
　項目２６に記載の免疫グロブリン軽鎖をコードするヌクレオチド配列を含む単離核酸。
（項目２９）
　項目２７に記載の核酸を含む発現ベクター。
（項目３０）
　項目２８に記載の核酸を含む発現ベクター。
（項目３１）
　項目２７に記載の核酸をさらに含む、項目３０に記載の発現ベクター。
（項目３２）
　項目２９に記載の発現ベクターを含む宿主細胞。
（項目３３）
　項目３０に記載の発現ベクターを含む宿主細胞。
（項目３４）
　項目３１に記載の発現ベクターを含む宿主細胞。
（項目３５）
　項目２９に記載の発現ベクターをさらに含む、項目３３に記載の宿主細胞。
（項目３６）
　（ａ）宿主細胞が免疫グロブリン重鎖または免疫グロブリン軽鎖を含むポリペプチドを
発現する条件下で、項目３２または３３に記載の宿主細胞を培養するステップと；
　（ｂ）前記免疫グロブリン重鎖または免疫グロブリン軽鎖を含むポリペプチドを精製す
るステップ
を含む、免疫グロブリン重鎖または免疫グロブリン軽鎖を含むポリペプチドを生成する方
法。
（項目３７）
　（ａ）宿主細胞が免疫グロブリン重鎖および／または免疫グロブリン軽鎖を含む１つま
たは複数のポリペプチドを発現する条件下で、項目３４または３５に記載の宿主細胞を培
養し、それによって抗体または抗体の抗原結合性断片を生成するステップと；（ｂ）前記
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抗体または前記抗体の抗原結合性断片を精製するステップを含む、ヒトＧＤＦ１５に結合
する抗体または抗体の抗原結合性断片を生成する方法。
（項目３８）
　前記抗体が、表面プラズモン共鳴またはバイオ層干渉法による測定で３００ｐＭ以下の
ＫＤを有する、項目１、２、１４、または２６のいずれか一項に記載の抗体。
（項目３９）
　前記抗体が、表面プラズモン共鳴またはバイオ層干渉法による測定で１５０ｐＭ以下の
ＫＤを有する、項目１、２、１４、または２６のいずれか一項に記載の抗体。
（項目４０）
　前記抗体が、表面プラズモン共鳴またはバイオ層干渉法による測定で１００ｐＭ以下の
ＫＤを有する、項目１、２、１４、または２６のいずれか一項に記載の抗体。
（項目４１）
　ヒトＧＤＦ１５への結合に対して、項目１、２、１４、２６、３８、３９、または４０
のいずれか一項に記載の抗体と拮抗する単離抗体。
（項目４２）
　項目１、２、１４、２６、３８、３９、または４０のいずれか一項に記載の抗体として
ヒトＧＤＦ１５上の同じエピトープに結合する単離抗体。
（項目４３）
　項目１、２、１４、２６、３８、３９、４０、４１，または４２のいずれか一項に記載
の有効量の抗体を、それを必要とする哺乳動物に投与するステップを含む、哺乳動物にお
いて悪液質を治療する方法。
（項目４４）
　項目１、２、１４、２６、３８、３９、４０、４１、または４２のいずれか一項に記載
の有効量の抗体を投与して、筋肉量減少を予防または低減するステップを含む、基礎疾患
に関連した筋肉量減少を抑制する方法。
（項目４５）
　前記基礎疾患が、癌、慢性心不全、慢性腎疾患、ＣＯＰＤ、ＡＩＤＳ、多発性硬化症、
関節リウマチ、敗血症、および結核からなる群から選択される、項目４４に記載の方法。
（項目４６）
　前記筋肉量減少が、脂肪量減少を伴う、項目４４に記載の方法。
（項目４７）
　項目１、２、１４、２６、３８、３９、４０、４１、または４２のいずれか一項に記載
の有効量の抗体を、それを必要とする哺乳動物に投与するステップを含む、哺乳動物にお
いて不随意性の体重減少を抑制または低減する方法。
（項目４８）
　項目１、２、１４、２６、３８、３９、４０、４１、または４２のいずれか一項に記載
の有効量の抗体を投与して、器官重量減少を予防または低減するステップを含む、基礎疾
患に関連した器官重量減少を抑制する方法。
（項目４９）
　前記基礎疾患が、癌、慢性心不全、慢性腎疾患、ＣＯＰＤ、ＡＩＤＳ、多発性硬化症、
関節リウマチ、敗血症、および結核からなる群から選択される、項目４８に記載の方法。
（項目５０）
　前記器官が腎臓、肝臓、心臓、または脾臓である、項目４８に記載の方法。
（項目５１）
　前記器官重量減少が、筋肉量減少、脂肪量減少、または不随意性の体重減少を伴う、項
目４８に記載の方法。
（項目５２）
　第２の薬剤を、それを必要とする哺乳動物に投与するステップであって、前記第２の薬
剤が、アクチビン－Ａ阻害剤、ＡｃｔＲＩＩＢ阻害剤、ＩＬ－６阻害剤、ＩＬ－６Ｒ阻害
剤、メラノコルチンペプチド阻害剤、メラノコルチン受容体阻害剤、グレリン、グレリン
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ミメティック、ＧＨＳ－Ｒ１ａアゴニスト、ＳＡＲＭ、ＴＮＦα阻害剤、ＩＬ－１α阻害
剤、ミオスタチン阻害剤、β遮断薬、および抗癌剤からなる群から選択されるステップを
さらに含む、項目４３に記載の方法。
（項目５３）
　項目１、２、１４、２６、３８、３９、４０、４１、または４２のいずれか一項に記載
の有効量の抗体を、それを必要とする哺乳動物に投与するステップを含む、哺乳動物にお
いて筋肉減少症を治療する方法。
（項目５４）
　項目１、２、１４、２６、３８、３９、４０、４１、または４２のいずれか一項に記載
の有効量の抗体を、それを必要とする哺乳動物に投与するステップを含む、哺乳動物にお
いて抗癌剤の最大耐用量を増加させる方法。
（項目５５）
　前記抗癌剤が、哺乳動物において悪液質を引き起こす、項目５４に記載の方法。
（項目５６）
　前記抗体が抗癌剤と組み合わせて投与される、項目５５に記載の方法。
（項目５７）
　Ｆｃ－ｒｈＧＤＦ１５融合タンパク質を哺乳動物に投与するステップを含む、哺乳動物
において血漿または血清中の成熟ｒｈＧＤＦ１５の定常状態レベルを確立する方法。
（項目５８）
　前記哺乳動物がマウスである、項目５７に記載の方法。
（項目５９）
　前記Ｆｃ－ｒｈＧＤＦ１５融合タンパク質がｍＦｃ－ｒｈＧＤＦ１５（配列番号２２０
）である、項目５７に記載の方法。
（項目６０）
　治療的有効量のＦｃ－ｒｈＧＤＦ１５融合タンパク質を、それを必要とする哺乳動物に
投与するステップを含む、哺乳動物において肥満を治療する方法。
（項目６１）
　Ｆｃ－ｒｈＧＤＦ１５融合タンパク質および薬学的に許容されるキャリアを含む、医薬
組成物。
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